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第１予算審査特別委員会（第３日目） 1 

H30.3.20 (火)10：00～ 2 

第 二 委 員 会 室 3 

開  会 ９：５６ 4 

委 員 長 皆さん、おはようございます。 5 

 委員動静報告 6 

委 員 長 ただいまの出席委員数は９名であります。 7 

         これより本日の会議を開きます。 8 

 土木費 9 

委 員 長     土木費の説明を求めます。 10 

高瀬部長 （土木費について説明する。） 11 

委 員 長 説明が終わりました。 12 

 これより質疑に入ります。質疑ございますか。 13 

小  野 それでは、115ページの道路維持費、道路・橋りょうの維持に要する経費の中で、 14 

道路側溝等補修委託料とあるが、ことし新聞報道で雪がすごくて、補修の穴が 15 

今までの年度から見るとかなり多くなるはずです。これはどの内訳に入ってい 16 

るのかを確認したいのと、例えばもし入っているとしても莫大な予算になると 17 

思うのですが、走っているとかなり悪路が多い。その辺の対策はどうなってい 18 

るのかお聞きしたいと思います。 19 

 117ページの除雪・排雪対策に要する経費の除雪用車両購入費の説明で、パトロ 20 

ール車が変わるということだったのですが、機械の借り上げ等に入っているか 21 

どうかわからないのですが、恐らく委託先なのですけれども、ロータリー車の 22 

一部がすごく調子悪く、エンジンがすぐとまるとかいろんな状況があり、そう 23 

いうことも除排雪関係の遅滞になるのではないかと思うのですが、その辺の情 24 

報が入っているか、その辺の対策など練られているか確認します。 25 

 それと、流雪溝の維持管理に要する経費ですが、結果的にベルロードとか本町 26 

とか大町に流れていますけれども、空き店舗の前の雪が、流雪に入れられてい 27 

ないということと時間帯策、限られた時間の中でやらなければならないわけで 28 

すけれども、せっかく流雪溝があっても、時間のあるところはよけているけれ 29 

ども、ないところはそのまま残ってしまっていて、結果的には何も意味をなさ 30 

ないときがあるので、協力体制や空き店舗対策とか今後の体制について、こと 31 

しは特別雪が多かったので、一部雪が本当に目立つ状況なので、その辺開発局 32 

や関係の連携も含めたことを考えているのかお聞きします。 33 

辻本係長 まず初めに道路側溝等補修委託料の中の穴埋め、最近職員でパトロールもして 34 

いますが、かなり道路の損傷が目立つようになっております。パトロールの際 35 

に危険な穴が見つかったときには、袋合材で対応しているところであります。 36 

４月になりましたら一斉に業者による加熱合材というのがありますので、それ 37 

にて補修を考えております。大体年間700トンぐらいの補修の合材を要します。 38 

金額にしまして2,000万円程度を予定しております。費目は、道路側溝等補修委 39 

託料の8,000万円の中に入っております。 40 

 次に、除雪機械ですが、委員のお話にある故障があったというお話ですが、多 41 

分平成６年車の大型ロータリーを予備車として、通常除雪業務とか排雪の町内 42 

会とかというのを滞ることないように故障の際にその車両を用いて作業をして 43 

おります。ただ、平成６年車なので、古い部分はありますが、予備車として使 44 



- ２ - 

 

用しておりますので、今年度についても排雪作業が遅れる、滞ることは幸いに 45 

もなかったと考えております。 46 

 次に、流雪溝でありますが、以前から投雪率については、開発局、市、流雪溝 47 

管理運営協議会で投雪率をどう上げていくかというのは考えているところでし 48 

て、今年度についても協議会が主体になって、60名以上のボランティア投雪を 49 

行いました。それによって空き店舗や、投雪をしていない方に対して呼びかけ 50 

等を行っております。それと、今年度については、協議会が主体となりまして、 51 

空き店舗の自主排雪を行いました。あとは、協議会の役員さんで商店や企業に 52 

投雪を呼びかけるという運動というか、作業も行っておりますので、来年度以 53 

降少しでも投雪率を上げるように努力してまいりたいと思います。 54 

小  野 今道路維持費の中で、これから加熱合材を使って年間700トンぐらいということ 55 

ですが、これはことしも同じぐらいの予定でやるのか。恐らくこれでは間に合 56 

わないのでないかと思うのですが、単に街なかを走るだけでも結構違和感があ 57 

るので、このぐらいの数字で間に合うかどうか、その辺の検討はされているの 58 

かお聞きします。 59 

辻本係長 委員のおっしゃるとおり、春先の雪解け時が一番目立つと思います。ただ、春 60 

先４月、５月である程度のトン数を消費した後には、毎月50トンとか30トン程 61 

度で補修は済むものと思っております。多分ことしについては、開発局管轄の 62 

国道についてはかなりの穴が目立つ状況だと思いますけれども、幸いにも市道 63 

については例年と同様程度の穴と考えております。 64 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 65 

  堀 １点伺います。除雪等委託料の契約内容について、積雪は10センチ以上とかい 66 

ろいろな契約があるのでしょうけれども、そういうのを含めて排雪もこれには 67 

入っているのかを確認したいと思います。それから、国道は当然管轄が違うと 68 

思うのですが、市道は、全て同一の判断で契約がされているのかを伺います。 69 

辻本係長 除排雪の体制については、除排雪の委託料４億4,000万円で、市内を３地区に分 70 

けます。北地区、東地区、西地区の３地区の日々の除雪、車道除雪、歩道除雪、 71 

交差点排雪等が含まれております。そのほかに排雪運搬としまして３地区以外 72 

でトラック協会から11トンのダンプの借り上げ部分です。 73 

 あと、基準等は、農村地区、市街、市内で、合わせて407キロを実施しておりま 74 

すが、基準としては同じ基準を設けております。10センチ以上の降雪が見込ま 75 

れたときに出動としています。 76 

  堀 その排雪の基準は、年に２回とかそういう決まりがあるのか。誰かが判断して 77 

いるのか、業者に任せているわけではないですよね。 78 

辻本係長 排雪の基準ですが、委託業者のパトロールはもちろんのこと、職員もパトロー 79 

ルを日々しまして、通行に支障が見られる前に極力除雪の日程を組みまして実 80 

施を心がけているところです。 81 

 回数ですが、今年度の大雪のような状態ですと、多いところで４回、５回実施 82 

したところもありますが、大体通常の年であれば多いところで３回ぐらいで済 83 

む状況であります。 84 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 85 

清  水 117ページ、除雪・排雪対策に要する経費４億9,785万3,000円の除雪等委託料は 86 

昨年度とほとんど同額です。同額とはいえ、当然内容の増減はあると思います。 87 

主な増減について、まず労務単価上昇の影響額と燃料価格の設定、また除排雪 88 
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の距離を伺います。 89 

 また、この予算は降雪量８メートルで組んでいると答弁されていますが、この 90 

10年程度見ていても、12月25日に排雪１セットが動き出すために、降り出しが 91 

早く雪が多ければ市内バス路線がとまる状況となっているわけです。そこで、 92 

12月の排雪セットの早期化、また２セット化を今回もしないと思われる従来ど 93 

おりの予算になっています。なぜこれができないのか。 94 

 続いて、確証はないのですけれども、かつて中型のロータリー２台を拡幅用と 95 

して市か業者が所有していたという話を聞いているのですが、また市が持って 96 

いたものを払い下げたという話も聞いています。いわゆるそれが中型ロータリ 97 

ーというもので、こういったものの購入や借り上げは検討していないのか。 98 

 また、雪出しで市道が狭くなり、蛇行する現状に対して何としても改善しなけ 99 

ればならないという予算でもあると思うのですが、まず１点目は道路交通法で 100 

はどのような規定があるのか。 101 

 ２点目として、パトロールや通報をもとに指導するということを代表質問で答 102 

弁されておりますが、それによって効果的な指導を果たして行えるのか。 103 

 ３点目として、そのやり方のこの１年間の指導の実績と内容について伺います。 104 

 ４点目、交差点排雪は１月末から始まりますが、私の思い過ごしかもしれませ 105 

んが、遅い部分では３月の中旬にやっているのではないか。１月末から始める 106 

というのは一定の合理性があると思うのですが、もし３月中旬までやっている 107 

とすればそれは遅過ぎると思いますので、２月中には終わるという契約や指導 108 

になっているのか。 109 

 ５点目、交差点排雪をダンプ１台時間4,400円で下請してほしいと言われた業者 110 

から聞いたのですが、市の積算価格は6,000円以上です。25パーセント以上の減 111 

額というのは１次下請に対して問題と考えないのか伺います。 112 

 では北海道はどうかというと、下請への発注で労務単価については、単価表よ 113 

り低い場合は会社に連絡する。これは、サンプリング調査というものをしてい 114 

るそうです。市は、適正価格にするためのそういう行動を道に倣って行う考え 115 

はないか伺います。 116 

 同じく117ページ、道路新設改良事業費ですが、参考資料の19ページで、ナンバ 117 

ー２を除く１、３、４、５、６、７の道路改良、これは社会資本整備交付金事 118 

業と単独事業に分かれておりますが、その内訳、またそれぞれの予算額、単独 119 

で行う路線があるとすればその理由について伺います。 120 

 また、道路新設改良事業の積算では労務単価とともに福利厚生費も積算される。 121 

福利厚生費は、社会保険加入労働者については単価表満度の数値となりますが、 122 

多くの労働者が季節雇用特例一時金です。この場合は、雇用保険だけの1.2パー 123 

セントなので、季節雇用が多ければ積算額と実態に差が生じる。そこで、労働 124 

者名簿提出を市として制度化するなどして、積算と実態の乖離について把握す 125 

る必要があるのではないか。 126 

 次に、建設労務単価が６年連続で上昇しました。北海道単価の６年間の上昇率 127 

の平均について伺います。 128 

 また、市内で聞き取りをしたところ、普通建設作業員の通年雇用者で9,000円か 129 

ら１万1,000円、これは労務単価表では１万5,800円だったのです。交通誘導員 130 

は季節雇用で８時間8,000円、年雇用で１万円。重機オペレーターの通年雇用の 131 

方は１日当たりに換算すると１万1,000円、季節雇用の場合は時給2,400円とい 132 
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うことでした。また、金額は答えていただけなかった方でも24年度以前、つま 133 

り６年間の上昇する前と比較して１割から２割の増加にとどまっている。これ 134 

で建設技術者の確保と若年層の就業に結びついているのか。 135 

工藤主任級技師 私のほうから清水委員のご質疑にありました雪出しによって市道は狭くなって、 136 

蛇行する現状に対して何とかしなければならないという旨のご質疑に対してご 137 

回答させていただきます。 138 

 雪出しで、委員のご指摘のとおり、市道は狭くなりまして蛇行することについ 139 

ては、道路交通の妨げや交通事故の要因となることは明らかであります。それ 140 

に対して道路交通法の規定によりますと、道路交通法においては、みだりに交 141 

通の妨害となるように道路に泥土、雪、ごみ、ガラス片その他これらに類する 142 

ものをまき、または捨てることを禁止するということで禁止行為として規定さ 143 

れております。 144 

 続いて、パトロールや通報をもとに指導するということで効果的な指導を行え 145 

るのかというご質疑ですが、パトロールや通報をもとに指導することによって、 146 

私たちとしては雪出しに対するモラルの向上を図っていくこと、それに対する 147 

啓発活動がまずは重要であると考えております。そういった中で、場合によっ 148 

て道路の雪出しが悪質な場合については、警察等とも連携をとりながら、指導 149 

や注意喚起を今後とも行っていきたいと考えております。 150 

 また、滝川市と環境維持管理協同組合による雪出しへのこの１年間の注意指導 151 

の実績は、今年度40件以上です。また、たまたま先日滝川警察署と来年度以降 152 

に向けての今後の雪出し等に対する方針等も打ち合わせさせていただいた中で 153 

話を聞いたところ、今年度については警察による雪出しへの指導は20件程度あ 154 

ったと聞いております。内容については、業者に委託をしている個人宅への指 155 

導や請け負っている業者への指導となっておりまして、組合による夜間のパト 156 

ロールにより雪出し業者の特定も行いながら指導を随時行っている状況です。 157 

辻本係長 私のほうから１番目にご質疑のありました除排雪委託料は昨年と同額、同額と 158 

はいえ内容に変更があるのではないかということについてですが、除排雪委託 159 

料については平成29年度当初予算４億9,139万6,000円に昨年６月の労務単価改 160 

正による人件費分の補正予算599万3,000円を足した後の補正後では４億9,738 161 

万9,000円となりますので、その差46万4,000円となり、29年度６月補正後から 162 

の労務単価上昇の影響はありませんので、同額となっております。 163 

 次に、燃料価格の設定については、財政課の滝川市内の業者と結ばれている契 164 

約単価を使用しております。 165 

 最後に、除排雪距離については新規除雪路線、廃止路線も大きく変更が予想さ 166 

れませんので、同じとさせていただいております。 167 

 次に、予算は降雪８メートルで排雪ワンセットが動き出すためにバス路線に影 168 

響が出る。12月の排雪セットの早期化、２セット化しない従来どおりの予算化 169 

になっているのはなぜかという質疑と中型ロータリーのご質疑に対してお答え 170 

させていただきます。排雪作業の12月での稼働についてですが、29年度予算と 171 

同様に２セット体制に変更はありません。今年度のような12月から降り出した 172 

大雪に対しては、今後もできる限りの早期の実施が必要なことは理解しており 173 

ます。しかし、除雪業務を担う建設業者にとっても繁忙期と重なることから、 174 

厳しい現実もあることをご理解願います。ただ、市民生活への影響が最小限に 175 

なるよう協議していきたいと思っております。 176 
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 ロータリーについてですが、現在滝川市で保有している車両は12台あります。 177 

全てが委員の質疑にあります中型ロータリーに当たると思われます。そのロー 178 

タリーは、早朝の歩道除雪、市内全域生活道路の拡幅除雪にとフル活用してい 179 

ます。過去に市内業者が保有していたとのことでありますが、耐用年数を過ぎ、 180 

公共除雪に耐え得ることが困難な機械を売り払いしたことはありますが、基本 181 

使用に制限がある汎用性の低いロータリーなどについては、業者にて購入は難 182 

しいものと考えますので、今後も市で計画的に購入をしていきたいと考えてお 183 

ります。 184 

 ４番目の交差点排雪は１月から始まり、遅い部分では３月中旬となる。２月中 185 

に終わらせるほうがよいのではないかという質疑に対してですが、交差点の排 186 

雪時期については、必要なところについては組合と協議して、特に実施時期に 187 

ついての決まりや制約はありません。しかし、より効率のよい作業を行うため 188 

には、拡幅投雪などの作業を行った後に実施するのが通常であります。 189 

 なお、２月に終了するようにしているのかとのことですが、市としてはより効 190 

果のある時期に実施するように協議はしておりますが、大雪により今年度は設 191 

計数量を1.5倍にしておりますので、一部地域においては３月実施になったとこ 192 

ろがありましたことを反省しているところです。 193 

 最後の５番目、交差点排雪についてのご質疑ですが、ご質疑に単価4,400円とあ 194 

りますが、ダンプは４トンダンプなのか、それとも11トンなのかにより適正な 195 

価格か、そうでないのかはなかなかお答えできない部分があります。４トンダ 196 

ンプの設計額では、１時間4,400円は滝川市の設計金額より高い状態であります。 197 

11トンについても29年度の滝川市の契約単価は6,000円であり、あくまでも設計 198 

単価と入札契約単価に乖離があることは不自然なこととは言えません。また、 199 

北海道による労務単価について単価表より低い場合会社に連絡しているが、市 200 

はそれをする考えはないのかとの質疑ですが、現状考えてはおりません。 201 

二本柳係長 道路新設改良費、参考資料19ページ、ナンバー２を除く１、３、４、５、６、 202 

７の交付金事業と単独事業の内訳、それからそれぞれの予算額のご質疑につい 203 

て、また単独費で行う理由についてご説明させていただきます。 204 

 まず、内訳とそれぞれの予算額につきましてあわせてご説明させていただきま 205 

す。交付金で実施いたしますのは、凡例の図面番号１番、東町386号線道路改良 206 

舗装工事、事業費は1,000万円です。３番の市道西町幸町151号線道路改良舗装 207 

工事、事業費は6,000万円です。４番の市道西町幸町152号線道路改良舗装工事 208 

は2,500万円です。単独で実施しますのは、５番の市道扇町141号線道路改良舗 209 

装工事、1,600万円です。６番の市道泉町206号線部分改良工事、2,500万円です。 210 

７番の市道舗装新設工事、5,000万円です。 211 

 続きまして、単独で行う理由です。５番の市道扇町141号線道路改良舗装工事、 212 

６番の市道泉町206号線部分改良工事、７番の舗装新設工事は、幹線道路を補助 213 

する路線ではないことから交付金の対象にはなりません。このような箇所は、 214 

凍上の影響を受け、路面に段差が発生し、麻袋入れを行うなどして応急処置を 215 

行い、通過車両に影響が発生しないように努めているところですが、全面的な 216 

改良を待っていたのでは改善までに長い時間を要することから、平成27年度に 217 

策定した道路補修計画に基づき単独により順次進めることとしたものです。 218 

近藤課長補佐 道路新設改良費の積算で福利厚生費、社会保険加入労働者に対しての雇用保険 219 

等実態と積算が合わないのではないかというご質疑に回答いたします。 220 
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 建設工事に従事する現場労働者の社会保険料につきましては、工事経費のうち 221 

の現場管理費の項目の中にあります法定福利費に含まれております。議会でも 222 

答弁させていただきましたが、公共工事労務単価につきましては、適正な発注 223 

予定価格を算定するもので、各事業者が労働者へ支払うべき賃金を拘束するも 224 

のではありません。また、各工事現場におきまして労働者の人員配置に関して 225 

は、それぞれの受注者に委ねておりますことから、発注者としてその実態を把 226 

握すること並びに労働者名簿の提出は考えておりません。 227 

 もう一つの建設労務単価６年連続上昇率と平均、そして労務単価が上がってい 228 

るのになかなか実態としては上がっていない状況、これで若年労働者や技術者 229 

の確保ができるのかという質疑についてです。主要12職種の６年間の年平均上 230 

昇率は、約7.7パーセントです。また、平成25年度と平成30年３月を比較します 231 

と、約55パーセントの上昇となっています。労務単価が上昇しているのにもか 232 

かわらず、実際に建設労働者に支払われる賃金が低水準であることで実態とそ 233 

ぐわないという質疑でございますが、市では市内の建設労働者が実際に支払わ 234 

れている賃金についての掌握はしていません。ただ、発注者として、まず公共 235 

労務単価が改定されましたら適切に発注設計書に反映することを行います。し 236 

かし、こうした労務単価が上昇するだけでは、清水委員が危惧されているよう 237 

な問題は解決できないと思っております。これに対しては、公共土木工事の過 238 

去縮減の影響によりまして一部の工事業者が廃業し、これにより技術者が流出 239 

するなど深刻な問題が発生しております。将来にわたって雇用の確保が保障さ 240 

れることも不安を解消することにつながると考えています。また、ひところ建 241 

設業は３Ｋ職場と言われておりましたが、業界団体の尽力によりまして建設業 242 

の底上げやイメージアップが図られ、改善されました。現在では女性の建設工 243 

事現場進出などが見受けられるようになったことは、そうした影響だと思いま 244 

す。また、休日や就業時間などの労働環境、労働条件の改善、こうしたさまざ 245 

まな条件が改善されることによりまして、心配されるようなことが改善される 246 

と考えております。 247 

清  水 まず、降雪８メートルで排雪を組んでいる。しかし、実際には何メートル降る 248 

かわからない。最終的なデータは別として、今年度は史上最高か２番ないし３ 249 

番、４番ということだったようです。そこで、どうやって改善するのかは、こ 250 

の予算にあらわれていないと思うのです。まず、距離はともかくとして機械の 251 

稼働だとか台数、期間、これに全く変化を持たせていない予算です。ここでは 252 

とにかく補正で対応するという姿勢しか見えない。もう一つは、私が聞いたと 253 

ころ雪出しに対しても新たな効果的なことをやる確証はないです。結局市民が 254 

困るのはいつかというと、補正を組む前です。つまり12月25日から１月にかけ 255 

て一番困るわけです。それから頑張っても、もちろん効果がないとは言わない 256 

けれども、効果は半減すると思う。そういう点で、想定降雪量が８メーターで 257 

いいのか。９メーターも考えなければならない。あるいは、いろいろ答弁され 258 

ましたけれども、12月25日から１セットだけ動くと、またロータリーについて 259 

は歩道除雪のロータリーと違うから、それより大きい中型で私は質疑をしたわ 260 

けです。つまり今の歩道除雪のロータリーによる拡幅では、拡幅の効果が小さ 261 

いと思う。拡幅作業は、排雪に比べて早いわけだから、拡幅のためのロータリ 262 

ーを増設するとか、そういうことを予算にどういうふうに考えたのかというこ 263 

とがまず１点目です。 264 
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委 員 長 清水委員、質疑は簡潔に行ってください。 265 

清  水 ２点目は、労務単価についてです。これは、建設労務単価表が実態調査で北海 266 

道平均の賃金が載っている。それと滝川の賃金が３割も４割も違うというのは、 267 

これはやはり今のような答弁では予算が反映していない。これでは若い技術者 268 

がふえてこない、労働者数確保はできないと思いますので、今のような姿勢で 269 

いいのかということです。 270 

委 員 長 清水委員、最初の質疑をもうちょっとわかりやすく。 271 

清  水 １回目の質疑というのは、予算に変化がない。排雪をふやすとか期間を延ばす 272 

とかということがない。２点目は、市道の雪出しに対する対策、これについて 273 

特別改善するということも先ほどの答弁では感じられない。こういう中で、昨 274 

年度の予算と同じ予算を組むということでは問題ではないか。 275 

辻本係長 早期の排雪を実施してはどうかということについてですが、今年度のような大 276 

雪時には必要と考えますが、平成28年度のような少ない雪に対しては、全国、 277 

全道的に除雪を請け負う業者不足の現状から、人件費、機械の確保に必要な最 278 

低保障分が発生してきます。また、公共工事減少の中でダンプトラックの台数 279 

も減になっていることは、いまだに解消しておりませんので、まずは平均的な 280 

降雪量を基準として進めているところですので、ご理解をよろしくお願いいた 281 

します。 282 

近藤課長補佐 実態とかけ離れて予算に反映されていないというご質疑ですが、まず支払い賃 283 

金実態を調べることは不可能だと思います。これについて答弁は変わりません。 284 

それと、予算に反映するというのは、我々全道一律の公共労務単価、そして歩 285 

掛かりを道に準用していますので、その積算を滝川市独自に変えることはでき 286 

ませんので、これは適正な予算だと思っております。 287 

辻本係長 雪出しについてのご質疑ですが、先ほどお話ししたとおり、市民に対して注意 288 

喚起等というのを来年度以降より一層投げかけていきたいと思っております。 289 

 それと、清水委員のお話にありました小型ロータリーを中型へというお話です 290 

が、現状使っているロータリーは、80馬力と100馬力のロータリーが小型ロータ 291 

リーとして使用しております。拡幅除雪には最適な機種だと思っております。 292 

それと、滝川市内で保有している12台の小型ロータリーは、近隣市町村にない 293 

ほどの保有台数で、誇れるような台数を確保していると思っております。 294 

清  水 部長にお聞きします。12月の排雪開始が変わらない。しかも、１セットという 295 

ことで、例年12月25日が３年に１回か、２年に１回かわかりませんけれども、 296 

ここでバスが本当に大変なことになるのはかなりの確率です。それは部長もご 297 

存じだと思うのですが、そういう中でこれについて業界と具体的にどのような 298 

詰めた話をしているか。具体的に言えば滝川市環境維持管理協同組合との話し 299 

合い、これは随契ということになりますが、具体的に今年度のこういったもの 300 

を経て、新年度に向けて一日も早まらないというような結論を得たのでしょう 301 

か。 302 

 ２点目、労務単価について、賃金実態調査ができないと言ったが、国、全都道 303 

府県でやっている。これだけ予算を出しているわけだから、やはり地元の経済 304 

をよくしようと思ったら、それが賃金に反映していないということが、僕が聞 305 

き取りしただけでもわかるわけです。市が実態調査をするということについて 306 

の考えを伺います。 307 

高瀬部長 12月25日と、排雪の関係ですけれども、これについては特段の決めはございま 308 
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せん。先ほど来から担当からも説明させていただいておりますが、やはり夏場 309 

の現場、特に今いろんな部分で働き方改革だとかいろんなことが労務者に求め 310 

られる、現場にも求められている状況でありますから、そうでありながら土木 311 

は空、天気との闘いでもあります。そういうことで夏場の現場が遅くなったり 312 

すれば、秋口、冬の入り口まで影響がある部分もあり、我々としては通常の現 313 

場の発注、冬の現場に向けての発注、除排雪の発注もしていきます。そういう 314 

ことで、体制が整うのであれば我々としてもそれは組合へ進めていきたいとい 315 

う部分がありますけれども、何分にもオペレーターの問題、それからダンプが 316 

こちらに戻ってこない、いろんな部分がございます。ですから、やれるだけの 317 

ことはことしもやっている状況です。これは市でも組合のほうにも要請はして、 318 

状況を確認していますがないものをねだっても仕方ないのかなという状況です。 319 

その中で、ことしが12月25日で排雪ワンセットは実情です。これは、全てのこ 320 

とにつながるのでないかなと思います。オペレーターの確保、技術者の確保、 321 

これはダンプが１台あれば物が進むものではない。除雪、排雪については、ロ 322 

ータリーが１台あれば動くというものではないです。いろんな部分をセットで 323 

物事を考えなければならないので、特にことしに関して言えば実情としてなか 324 

なか現実は、厳しかったということでございます。ですから、その辺が新年度 325 

に向けてという部分ですが、もう既に体制を考えてきてこれまでもやってきて 326 

いますから、意識する部分は常に次はどうしたらいいという反省を含めた中で、 327 

担当と組合で考えながら来年度に向けて意識としては考えてきて進めてきてい 328 

るところと考えてございます。 329 

 それから、単価のほうについてですが、道や国は単価を設定するときに聞き取 330 

りはします。それをもって公共単価を設定しております。国や道が具体的に今 331 

動いている労務調査をしているかどうかというとしていないと認識しています。 332 

ただ、国や道のフォローアップ調査といいますか、何か問題があったときには 333 

すぐ相談に乗りますという窓口は開設しております。ですから、そういう個別 334 

な部分があったときには、そういうところに相談していただくのが適切です。 335 

これについては、労働環境に関して言えばほとんどが労働基準法の分野にもな 336 

ることもございますので、そういう分野にもし本当に問題があるのであればそ 337 

ちらに相談していただけるのがいいのかなと思いますけれども、ただ、今滝川 338 

市において実情がどうだという個別な事案については、それぞれの下請さん、 339 

孫請さんだとかそういういろいろな関係があると思います。端的な数字だけで 340 

今ここで議論をするべきことではなくて、いろいろな会社の契約上の問題、通 341 

年契約の問題もあろうかと思います。トータルで検証しなければならない事案 342 

でないかと思います。交差点排雪で時間幾らという具体的な数字に対するコメ 343 

ントは、今の段階では控えさせていただきたいと思いますけれども、総合的に 344 

もし労務単価等について何か本当に問題が生じるようであれば、やはりそうい 345 

う窓口があるので相談していただくのがよろしいと思っております。 346 

清  水 今の部長のご答弁で、まずダンプがないという表現をされました。除排雪の補 347 

正予算で、そのとき私は何回もダンプは不足していたのか、足りていたのかと 348 

聞きました。それに対して、そのときはダンプはきちっと確保されていたと言 349 

っていました。きょうの答弁では、係長の答弁でも部長の答弁でもダンプが不 350 

足していると、そういう言い方をするわけです。つまりこの年度予算の分は確 351 

保されているけれども、それ以上はダンプが足りないという答弁。あの本会議 352 
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の答弁は一体何だったのかというのが１つ。 353 

 もう一つは、排雪セットが12月25日に始まるのは、決めはないというふうに言 354 

われました。私は、土木課に何回もこのことを聞いています。そしたら、口頭 355 

ですけれども、12月25日だとはっきり言います。しかも、１セット。決めがあ 356 

ると僕は思っていました。しかし、契約書を見たことあるけれども、今言われ 357 

たら12月25日とあった気もするのです。市民に聞かれたら、議員に聞かれたら 358 

12月25日から、１セットだと言い続ける。こういう姿勢にはやはり一日でも早 359 

くやってもらうという組合に対する交渉が実態としてないのではないかと思う 360 

のです。この点について伺います。 361 

辻本係長 12月25日、口頭というお話ですが、確かに今年度については実施日は12月25日 362 

という話はしました。ただ、担当としまして12月の初めから組合、トラック協 363 

会も含めて早期の実施はできないのかという協議を進めた結果25日という回答 364 

をさせていただきましたので、必ず毎年25日でなければスタートできないとい 365 

うことはありませんので、その辺ご了承願いたいと思います。 366 

清  水 それでは、逆に聞きますけれども、これは口頭ですが、僕はこの３年、５年ず 367 

っと聞いたら、毎年そうやって答える。だから、恐らく10年ぐらいは12月25日 368 

というのが定着しているのではないかと思う。ただ、それ以前はもっと早くか 369 

らやっていたという話も聞く。ダンプの台数が減り、オペレーターが減ってい 370 

るのだからおくれてくる、それはわかるのです。ただ、僕が問題にしているの 371 

は、決めはないと言いながら事実上もう固定化してしまっている。だから、も 372 

しわかればいつから25日になっているのか。 373 

辻本係長 25日というのは、多分昨年も25日だったとは限らないと思います。ただ、建設 374 

業界も繁忙期でもありますし、なかなか準備ができない中で少しでも早くして、 375 

交通事情が年末になりますと混み合うので、その前に排雪作業を実施するとい 376 

う予定を組んでおります。来年度以降も協議をして、その状況に合った適切な 377 

時期に早期に実施するように努めてまいります。 378 

 それと、ダンプの台数不足、足りないというお話でありましたが、多分３セッ 379 

ト実施する場合のダンプ台数となると60台とかという台数になるので、それに 380 

対しては不足となりますが、２セット体制は約40台とか45台は、幸いにもほか 381 

の市町村がダンプの台数確保に苦労している中では滝川市としては確保されて 382 

いるほうだと思っております。 383 

清  水 副市長に聞きますけれども、12月25日に決めはない、また年内１セットという 384 

のも決めはないというご答弁でした。しかし、近年12月25日か26日にバスがと 385 

まる。バスがとまることを私２回ぐらい経験している。それで、決めがないと 386 

するならば、もちろん話し合いだけれども組合との協議でこれを年内２セット 387 

や、あるいは25日を１週間前倒しするとかいうことが十分可能ということにつ 388 

いての副市長の考えを伺います。 389 

千田副市長 清水委員のご質疑なのですけれども、先ほど何度も建設部長が答えていると思 390 

うのですけれども、12月には現場が動いている繁忙期なので、トラックがなか 391 

なか用意できないということを言っているわけです。やらないと言っているわ 392 

けではないのです。ご質疑の趣旨は、通年通しての話をされていると思うので 393 

すけれども、私どもできる範囲はやっています。ただ先ほどから答弁している 394 

とおり、12月には現場もやっている、除雪もやらなければならないからセット 395 

はできないというご答弁をさっきから何回もさせていただいていると思うので 396 
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す。やらないわけではないですから、ご理解いただきたいと思います。 397 

委 員 長 清水委員、新年度予算ですから、前年の予算は質疑しないでください。 398 

清  水 私は、土木課から口頭で聞いているのが12月25日という言葉だから、これを言 399 

っているのですが、バスがとまるわけです。バスをとめない方法は、排雪に限 400 

らない。拡幅でもいい。とにかく12月中ごろにバスがとまることがないように 401 

することが市民に対する責務だと思う。これについて副市長のお考えをきっち 402 

りと伺っておきたいと思います。 403 

千田副市長 清水委員、私たちだってとめたいわけではないのです。その状況によっては、 404 

全国大雪のところは例えば高速道路がとまることがあります。ただ、私どもだ 405 

ってバスをとめたくてとめているわけではありません。そのあたりはしっかり 406 

ご理解いただきたいと思います。全て何でもできるわけではないのです。その 407 

状況によって対応していかなければならないものは対応しています。別に土木 408 

課がバスをとめたいわけでとめているわけではないのです。そういうことも対 409 

応しながら、ことしは１年間何とかしのいだという形なので、今回１回、２回 410 

とまったからといって、それはとめるべくしてとめたわけではないですから、 411 

そのあたりは理解していただかないとならないと思います。 412 

 それから、現場で基本は12月25日と言ったかもしれませんが、12月25日に限ら 413 

ないと言っているのですから、だけれども、その状況によっては早くやると建 414 

設部長が答えているわけですから、そのあたりはしっかり理解していただきた 415 

いと思います。 416 

委 員 長 ほかに質疑ございませんか。 417 

山  口 滝川市だけでないのかもしれないのですが、除排雪の当初予算の立て方と、そ 418 

れから補正予算の時期が今回の大雪みたいなときの特別交付税の対象に関連す 419 

るのかどうかお伺いしたい。 420 

堀之内課長 あくまでも雪の状況ですとか、その費用がどれぐらいかかっているのかという 421 

ような調査が来るものですから、補正で金額を積むから特別交付税が高いとい 422 

うような状況ではないです。それは、あくまでも当初予算から滝川市の使って 423 

いる除排雪に係る経費、この調査があり、それらによって決まるということで 424 

す。本日特別交付税の交付額が決定してくるわけですが、前情報としましては 425 

前年よりも数千万円多く滝川市は交付されるようだということですし、空知管 426 

内でも昨年との増減率では一番高そうだということですので、隣の砂川が補正 427 

でたくさん積んでいるというようなことがあっても、今回の特別交付税では滝 428 

川市のほうが高いような情報も聞いております。必ずしも補正が連動している 429 

ということではありません。 430 

委 員 長 ほかに質疑ございませんか。 431 

（なしの声あり） 432 

委 員 長     ほかに質疑がないようですので、質疑の留保はなしと確認してよろしいでしょ 433 

うか。 434 

（異議なしの声あり） 435 

委 員 長 以上で土木費の質疑を終結いたします。 436 

 10分休憩します。 437 

休  憩 １１：００ 438 

再  開 １１：１０ 439 

委 員 長     休憩前に引き続き会議を再開いたします。 440 
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 労働費 441 

委 員 長     労働費の説明を求めます。 442 

長瀬部長 （労働費について説明する。） 443 

委 員 長 説明が終わりました。 444 

 これより関連議案第15号及び第33号を含めて一括質疑に入ります。質疑の前に、 445 

質疑されている以外の委員は勝手に意見を述べないでください。それでは、質 446 

疑のある方はございますか。 447 

清  水 99ページ、中空知地域職業訓練センター協会負担金1,674万9,000円、訓練セン 448 

ターの利用について大きな国の機関が利用しなくなったと聞いています。まず、 449 

１点目、いつごろからか、またこれによる利用減の程度は、また協会財政の影 450 

響について伺います。 451 

 ２点目、板金科の入学者数が定員10名に対して二、三年、二、三名となってい 452 

る。これにより学科統合を視野に入れた検討が必要になっていると聞いていま 453 

す。学科統合になればどのような影響があるのか、また学科減にならない対策 454 

について伺います。これは、２点ともセンターがどのように把握しているかと 455 

いう範囲の話です。 456 

 次、シルバー人材センター運営費補助金728万円、今年度も屋根の雪おろし中の 457 

転落重傷事故があったと聞いています。そもそもロープやおもり、ハーネスな 458 

どの安全確保器具を設置しない上での事故と聞いています。シルバー人材セン 459 

ターは労働者ではないということで、労働安全衛生法の対象外なのか私は勉強 460 

不足でわかりませんが、補助金を出している市としてどのような指導をしてい 461 

るのか。 462 

 通年雇用促進支援事業費10万1,000円ですが、新年度の通年化の見込みと若年建 463 

設労働者の通年化は年々進んでいるのか。 464 

後呂係長 １点目、中空知地域職業訓練センターの利用に関して、大変恐縮ですが、大き 465 

な国の機関が利用しなくなったという実態を滝川市としましても、それから職 466 

業訓練センターとしましても把握していない状況なもので、こちらの質疑に対 467 

して回答できませんので、ご了承いただきたいと思います。それから引き続き 468 

学科の統合を視野にということで、その統合による影響についてなのですが、 469 

こちらは職業訓練センターに確認したところによると、そもそも学科統合を視 470 

野に入れた動きというのは現状においてないということでございますので、こ 471 

の影響についてお答えは厳しいという状況です。 472 

 それから、学科減にならない対策についてなのですが、こちらはやはり募集人 473 

数をふやすということが最重要であるという認識にありますので、30年度に向 474 

けては金属塗装やドローンの資格取得をできる訓練を新たに実施する予定でお 475 

ります。 476 

 シルバー人材センターの安全対策に対しての指導等ですが、シルバー人材セン 477 

ターは、事故を未然に防止するために安全就業基準を定めております。さらに、 478 

その基準を補完するために内規を策定しておりまして、各職群に事前講習会を 479 

開催するなど安全就業の徹底を図っております。また、抜き打ち検査やペナル 480 

ティーも科しており、厳しく指導されている現状から無事故を継続されている 481 

状況もあり、市としては特に指導等を行っておりません。 482 

 次に、通年雇用の通年化の見込みですが、通年化の実績としましては毎年おお 483 

むね20人前後で推移している状況にありますので、今年度におきましても、来 484 
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年度以降につきましてもほぼ変わらない水準と考えております。 485 

 また、若年建設労働者の通年化は年々進んでいるかという部分ですが、こちら 486 

は季節労働者向けの事業でありますので、その年齢層というのは40歳からおお 487 

むね60歳代くらいが中心で、若年者がそもそも少ないという現状です。また、 488 

滝川管内における有効求人倍率が1.26倍とかなり人手不足が深刻化している状 489 

況で、建設業に限らず、ほぼほとんどの業種において通年採用を望んでいる状 490 

況にあり、そういったことから年々進んでいるかという部分に該当するのかな 491 

と考えております。 492 

清  水     けさ通告したので、スキルアップセンターに問い合わせして専務がそのように 493 

言っていたのか。 494 

 スキルアップセンターの中で意思疎通が、風通しが悪いのかどうかわかりませ 495 

んけれども、私は専務に直接お伺いしています。それで、３年連続３人を割り 496 

込んだら学科統合、１つの学科に減らす。つまり10人２学科が10人１学科にな 497 

ってしまうということです。これは責任ある方のお話ですから、それはよく把 498 

握していただくしかないです。 499 

 それと、国の大きな機関、これについて私は要するに経営に影響あるのか、な 500 

いのかということで聞いていますので、今のところ経営に影響はないので、そ 501 

れほどの話になっていないということですから、これについてはよろしいです。 502 

 シルバー人材センターなのですけれども、今無事故と言いましたよね、無事故 503 

を続けていると。これは重大だと思うのだが、市はシルバー人材センターから 504 

無事故を続けているという報告を受けているのですか。 505 

 もう一つは、屋根からの落下事故、これは聞いていないのですか、雪庇に巻き 506 

込まれて落ちて重傷事故。全くハーネスもしていなかった。聞いていると、屋 507 

根に上ってもロープ、ハーネス、おもり、全くやっていないそうです。それを 508 

知りながら何か安全対策は十分やっているという答弁だったのだけれども、そ 509 

ういう答弁でいいのですか。ちょっと私は前提が覆されたような気がするので、 510 

もう一度伺います。 511 

後呂係長 確認はいたしましたが、無事故の部分につきましては平成27年度現在の状況を 512 

ご報告受けたので、最新の情報でなく今確認できていない状況で大変恐縮です。 513 

無事故という部分につきまして現状においてはそのような報告を受けた上で、 514 

なおかつそれぞれの各職群においてかなり厳しく対策を講じているということ 515 

はお聞きしておりますので、そういった意味から徹底しているとお答えさせて 516 

いただいたのですが、現状と乖離している部分があるのであれば、大変恐縮で 517 

す。私どものほうで確認不足ということでございます。すぐに確認させていた 518 

だきまして、その上で対応をさせていただきたいと考えております。 519 

千田副市長 シルバー人材センターの訓練の関係でございますけれども、私もちょっと関係 520 

しています。理解できないと言っていましたので、多分おっしゃっているのは 521 

平成21年度に滝川高等専門学院が札幌に統合されたことによる代替訓練の話だ 522 

と思うのです。その代替訓練の中では、板金科と電気科とリフォーム科とある 523 

のですが、そのうち10人を切って、切った場合２年続いたら休科になるという 524 

ことのお話だったと思います。多分そのことをおっしゃっているのだと思いま 525 

す。それで、その検討をするのに代替訓練運用検討会議というのを開催し、私 526 

はそこの座長をやらせていただいているのですけれども、そういうことだと思 527 

います。影響があるかということになれば、関係機関が集まって、どう人を集 528 
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めるかということを今やっていますので、そのあたりは十分ご理解の上、ご答 529 

弁とさせていただきます。 530 

委 員 長     ほかに質疑ありますか。 531 

（なしの声あり） 532 

委 員 長     ほかに質疑がないようですので、質疑の留保はなしと確認してよろしいでしょ 533 

うか。 534 

（異議なしの声あり） 535 

委 員 長 以上で労働費、関連議案第15号及び第33号の質疑を終結いたします。 536 

 商工費 537 

委 員 長     商工費の説明を求めます。 538 

長瀬部長 （商工費について説明する。） 539 

委 員 長 説明が終わりました。質疑ございますか。 540 

清  水     109ページ、商業振興対策に要する経費723万7,000円の中で、江部乙商工会補助 541 

金229万円についてですけれども、会員数の減少で商工会の要件維持が大変だと 542 

聞いています。状況について、基準会員数を割り込んだ場合の補助金はどうな 543 

るのか、あるいは統合の場合の補助金はどうなるのか、会員確保対策などにつ 544 

いて伺います。 545 

後呂係長 江部乙商工会でございますが、現在会員数は103人です。北海道から小規模事業 546 

指導推進費に対する補助金が交付されておりますが、こちらが100人以下になっ 547 

た場合、職員設置費に影響が及び、職員減につながるおそれがあろうかと思い 548 

ます。そのため現状におきましては、「日本で最も美しい村」江部乙協議会と 549 

も連携しながら、会員確保に向けて尽力されております。 550 

 なお、統合という部分につきましては、商工会に対する北海道の補助金がそも 551 

そもなくなってしまうというのは考えられますが、現段階におきましては商工 552 

会員が存続の意思を示しておりまして、合併や解散については想定していない 553 

という状況にあります。 554 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 555 

本  間 111ページ上段、農商工連携に要する経費です。想定している具体的な事業内容 556 

とその課題についてお伺いします。 557 

壽崎係長 平成30年度における事業は、地方創生事業の継続ということで、冬の仕事づく 558 

り、薬用作物栽培事業の展開、売れる野菜づくりなどの事業を継続的に行って 559 

いく予定でおります。また、輸出などを含めました販路拡大に関しての支援等 560 

も行う予定でおります。 561 

 課題としては、こういった事業の展開に当たりましては、企業との連携ですと 562 

かいった部分のやりとりの中で農業者と商業者のマッチング、そういった部分 563 

ではすぐ答えの出るゴールに行き着くものでもありませんので、そういった中 564 

で農業者、商業者両方に対しての情報を確保して、どうマッチングしていくか 565 

というのが課題と捉えながら進めていかなければならないと思っているところ 566 

です。 567 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 568 

  堀 109ページの中心市街地活性化事業に要する経費の、その他諸費が増額になって 569 

いますが、この内訳についてお聞きします。 570 

 もう一つは、同じく109ページの企業誘致等の推進に要する経費については減に 571 

なっていますけれども、企業誘致は一生懸命やろうという中で減額になってい 572 



- １４ - 

 

る理由は何なのか伺います。 573 

後呂係長 中心市街地活性化事業に要する経費、その他諸費の増額の要因でございますが、 574 

これは主に地域おこし協力隊の起業支援補助金としまして、１名当たり100万円 575 

掛ける２名が積算されたことによる増になります。 576 

 企業誘致の減につきましては、決して企業誘致に対してこれから尽力していか 577 

ないというわけではございませんが、現状におきまして有効求人倍率が1.26倍 578 

と非常に高い状況にある。いざ企業誘致を行ったとしても、最近は人材を確保 579 

できないという状況があります。これらをまず解決していかなければ、企業誘 580 

致をしてもなかなか労働力の確保につながらない状況もございますので、そこ 581 

を最重要に考え、労働対策のほうを重要視して動いている状況にございますの 582 

で、ご了承いただきたいと思います。 583 

阪本課長 企業誘致のその他諸費の減額につきましては、旅費を主に減額をしております。 584 

その部分につきましては、市長みずから企業に行きまして一生懸命やっており 585 

ます。そのような方向で対応するように考えております。 586 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 587 

山  口 １点、市長の市政執行方針に電動模型航空機世界選手権の支援をしますと書い 588 

てあるのですが、予算はないということなのですか。 589 

梅津課長補佐 今のご質疑のとおり予算はございません。 590 

山  口 では、ほかに具体的な支援というのはどういうものですか。 591 

山内課長 具体的に予算についてはついていないのですが、市といたしましては外国から 592 

来られるお客様、それから北海道外から来られるお客様に対しましておもてな 593 

し等を含めまして、側面支援をさせていただくことになってございまして、例 594 

えば国際交流員が観光国際課に配置されておりますけれども、こちらのほうで 595 

外国語対応を含めまして対応させていただくことを考えてございます。 596 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 597 

小  野 まず、111ページの観光費のその他観光振興に要する経費、その他諸費100万円 598 

近く減額されているのですが、その内訳。それから113ページの丸加高原健康の 599 

郷費のその他諸費、約43万円増額になっている理由と内訳を教えてほしい。 600 

今 係 長 まず、その他観光振興に要する経費のその他諸費の減額分ですが、当初の説明 601 

にもありましたとおり、今年度地域おこし協力隊起業支援補助金100万円積んで 602 

おりましたが、この分が減額になったことが主な理由でございます。 603 

 それから、丸加高原伝習館等の運営管理に要する経費の増額分につきましては、 604 

今現在伝習館に臨時職員４名勤務しております。あるいは、キャンプ場の運営 605 

時には日々雇用者が５名配属されておりますが、最賃が上がりましたことに伴 606 

う賃金の増額、あるいは共済費の増というような部分が主な理由となっており 607 

ます。 608 

小  野 今お聞きしたのですが、この諸費の問題ではなくて、丸加高原自体をこれから 609 

どういう方向性に持っていくかというような、一生懸命開発するとか観光目的 610 

で最大限利用するということはあるのか。このままいくとじり貧になっていっ 611 

て、滝川市の悪い癖でそのうちだんだんと消滅するのではないかなと思うので 612 

すが、今は専用水道を引っ張っていて、これがなかったら恐らくキッズキャン 613 

プもないだろうと思うのですが、この丸加高原自体の方向性というのをどう思 614 

っているのか、その考えをお聞きしたい。 615 

山内課長 丸加高原につきましては今ご指摘のありましたそらぷちキッズキャンプ、それ 616 
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からひつじの館につきましては松尾さんのほうで現在有効活用していただいて 617 

おりますが、こちらの伝習館につきましても現在有効活用ができないかという 618 

ことで諸事検討しているところでございます。ただ我々だけですと知恵も足り 619 

ない部分がございますので、引き続きお知恵等を拝借させていただきながら、 620 

よい方向でうまく活用できるようにということで進めてまいりたいと存じます 621 

ので、よろしくお願いいたしたいと思います。 622 

委 員 長     ほかに質疑ございますか。 623 

（なしの声あり） 624 

委 員 長     それでは、質疑の留保はなしと確認してよろしいでしょうか。 625 

（異議なしの声あり） 626 

委 員 長     以上で商工費の質疑を終結いたします。 627 

         入れかえのため５分休憩いたします。 628 

休  憩 １１：３６ 629 

再  開 １１：４０ 630 

委 員 長     休憩前に引き続き会議を再開いたします。 631 

         農林業費の説明を求めます。 632 

長瀬部長 （農林業費について説明する。） 633 

委 員 長 説明が終わりました。 634 

 それでは、食事休憩を挟んでから質疑とします。 635 

 休憩します。再開は１時です。 636 

休  憩 １１：４５ 637 

再  開 １２：５５ 638 

委 員 長     休憩前に引き続き会議を再開いたします。 639 

 質疑ございますか。 640 

安  樂 105ページです。産業振興部長から説明がありました、土地改良に要する経費の 641 

ため池ハザードマップ作成委託料594万円、近年局地的な大雨とか大規模地震が 642 

あり、こういうものをつくるということは非常にいいことだと思います。 643 

 それで、３点ほどお聞きします。１点目については先ほどため池３カ所という 644 

説明があったのですが、本市における危険なため池、これは３カ所以外にもま 645 

だあるのではないかと思うが、これが幾つあるのか。 646 

 ２点目、作成したマップの配付、これは全市民に配付するのか、それとも関係 647 

地域に限定して配付するのか。 648 

 ３点目、これは農水省の事業だと思うのですけれども、補助金の率は幾らなの 649 

かを確認したいと思います。 650 

武藤主幹 ため池ハザードマップにつきましてお答えします。 651 

 まず、１点目の３カ所以外にという話ですけれども、今回ため池ハザードマッ 652 

プを予定していますのが江部乙土地改良区さんで、施設的には６カ所持ってお 653 

ります。大規模な農業用ため池になっております。ハザードマップをつくる３ 654 

カ所以外につきましては、現在下流で耕作している人はいないものですから、 655 

２カ所につきましては水をためておりません。もう一カ所につきましては、下 656 

流に人家がないということ、また比較的水をためている量が少ないということ 657 

で、今回ため池のハザードマップからは外れております。 658 

 あと、２点目の配付ですけれども、今回のハザードマップ作成につきましては、 659 

地元の方々とワークショップ、または説明会を開催して、どのようなものをつ 660 
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くるか、またどのような範囲に配るかなども含めて決めていく形になります。 661 

ハザードマップを作成しているまちにつきましては、比較的、浸水想定区域を 662 

含む地域、または避難を必要とする地域に配っているようでございます。 663 

 また、３点目につきましては、今回この３カ所につきましては国が指定する防 664 

災重点ため池に該当しておりますことから、100パーセントの補助となっており 665 

ます。重点ため池といいますのが堤防の高さが15メートル以上、または総貯水 666 

量が10万トン以上のため池が該当しております。 667 

安  樂 １点聞くのを忘れたのですけれども、今回これを作成することによって、防災 668 

のほうでも河川のハザードマップを市内でつくっているのですが、これとの連 669 

携、整合性というか、その辺はどういうふうに考えているのかお伺いします。 670 

武藤主幹 ため池につきましては、地域的なため池になっております。確かに河川につい 671 

ているため池なのですけれども、市でつくっている法的な洪水ハザードマップ 672 

とはリンクはしていないところです。 673 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 674 

山  口 107ページの森林所有者情報整備業務委託料ですが、これをつくる目的、これを 675 

利用した効果をお願いします。 676 

小谷係長 森林所有者情報整備業務委託料ですが、森林法改正に伴って、平成31年４月か 677 

ら林地台帳というのを全国の市町村が整備することになりました。これは、今 678 

まである森林の情報、どういう樹種か、どういう林齢か、どういうところに何 679 

が植わっているかというものと、地図を一緒にして台帳整備しなさいというこ 680 

とでこれから進めるところでございます。国からその地図をつくるために、Ｇ 681 

ＩＳというシステムを使ってください。やるためのお金を国で出しますよとい 682 

うことで今進めているところです。ちなみに、補助率２分の１以内となってお 683 

ります。 684 

委 員 長 利用効果はどうなっていますか。 685 

小谷係長 効果は、整備してみないとわからないのですが、自分が持っている林がどこに 686 

あるかわからないという方が結構いらっしゃって、滝川は森林が少ないので、 687 

余り来ないのですけれども、私のところはどこでしょうと聞きに来られる方が 688 

いると聞いています。そういうときにすぐここですよとわかるようにするとい 689 

うことです。 690 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 691 

本  間 103ページ説明欄、新規就農者等支援助成金です。昨年度予算と全く同額で上が 692 

っているのですが、内容、件数、それからその変遷がないのかとか、例えば新 693 

たな新規就農が出たらどう変わるとか、その辺がわからないので、教えていた 694 

だきたいと思います。 695 

本所係長     新規就農は、既存の農業者、農業後継者に対する部分、それと新規、まるっき 696 

り農業外からの就農に関する部分と大きく分けて２つございます。昨年29年は、 697 

後継者のほうにつきましては大きく見直しをかけまして、ことしも人気がある 698 

ということで、ほぼ予算額いっぱいの見通しとなっておりますが、新年度につ 699 

きましても中身を検討した中で予算を組んでおります。具体的な中身について 700 

は、農業後継者育成確保対策ということで、過去の後継者のほうから見ていて 701 

何人ぐらいかなということで、要綱等は一応５年以内とか45歳という形で、１ 702 

人当たり50万円を限度として見込んでおります。その中で、新規就農のほうと 703 

も絡めながら、新規就農のほうについては100万円という形で見ておりますけれ 704 
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ども、全体的な予算を見ながら、調整をかけていきたいということで、321万円 705 

という額になっています。新規のほうと後継者対策と合わせた中で、その枠内 706 

でおさまるように調整をかけているところでございます。 707 

本  間 ちょっと理解できないのですが、参考までに予算に関係することなので、お聞 708 

きします。現状として321万円の予算を立てて、例えば後継者のほうにお幾らで 709 

推移しているか、それから新規就農でどのように推移されているのか、参考に 710 

お聞かせいただきたいと思います。 711 

本所係長     ことし既に交付決定しているものについては、５名で219万円、これは後継者で 712 

す。また、今後40万円ほど１名の予定がされております。これが今年度分です。 713 

新規のほうにつきましては、１件ありますけれども、額的にはそんなに大きく 714 

はなく５万円程度で、来年度実行の見込みがされております。 715 

本  間 多分決定するに当たって例えばこういう場合はこの金額とか、こういう場合は 716 

こういう金額と何かきっとガイドラインがないと、予算が余っているから、足 717 

りていないからということで当たる、当たらないとか、そういうことになるよ 718 

うに聞こえてしまうのですけれども、そこら辺のところをもうちょっと内容に 719 

ついて詳しくお知らせをいただきたいと思います。 720 

和田課長 新規就農者等の支援助成金、積算の内訳としましては、新規就農者に対する補 721 

助金が100万円、農業後継者に対する助成金が50万円掛ける４名ということで200 722 

万円、それから新規就農者の研修プログラムを実は組んでいるのですけれども、 723 

そういったプログラムに沿って就農していただく方には農業者のところに実際 724 

に実習に入っていただいて、経験を積んでいただくということをしております。 725 

その際に研修を受け入れていただく農業者の方に対する補助金というのがあり 726 

ます。制度上これを21万円で予算を組んでおります。それぞれ交付要綱を定め 727 

て、上限額等は要綱の中で定めているという内容です。その中で、先ほども説 728 

明をさせていただきましたけれども、予算の積算上はそうですけれども、実際 729 

に要望が上がってくるときには若干のずれがあるということで、予算の範囲の 730 

中で執行できる部分については執行している現状であります。 731 

本  間 余りこだわってお聞きするつもりはないのですけれども、いずれにしても新規 732 

就農を、農業後継者を維持していくというか、ふやしていく努力をされるため 733 

のものだと思います。 734 

 それで、ちょっと先ほどの答弁で不思議な感じがしたのは、予算なので、先ほ 735 

どの経過について再度聞くのもおかしいのかもしれないが、新規が５万円とお 736 

っしゃっていましたよね。どうやって５万円を決めているのか理解できないし、 737 

だから今後の要綱についても概要的にも何か理解できないものがあるのです。 738 

どうしても321万円で内々でおさめるということが先にありきのように聞こえて 739 

しまうのがひっかかるのです。それが１点と、それからあと当然農業塾等との 740 

関連性とか、新規の方にこうしたものがありますよということで使っていただ 741 

くように働きかけたりすることなのだろうと思うのですが、何で５万円なのか 742 

とどうしても思ってしまうのですが、この５万円は何だったのでしょうか。 743 

本所係長     ただいまの５万円の中身ですけれども、要綱でいろいろ定めている中で、これ 744 

は新規就農の土地賃借料ということで５万円ほどの金額を実際には補助してい 745 

るという形になります。それ以外のものについても補助の対象となるものがあ 746 

りまして、それについては来年度以降補助の対象となっていく予定で今のとこ 747 

ろ予算組みをしております。 748 
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和田課長 私からちょっと補足して説明させていただきます。 749 

 新規就農者、それから農業後継者ともに農業用の機械の購入ですとか、それか 750 

ら土地の賃借ですとか、土地の購入ですとか、そういったところに対して助成 751 

ができると要綱上は定めております。それで、今回約５万円というお話なので 752 

すけれども、農地を借りるに当たっての賃借料、それが４万2,000円の賃借料が 753 

かかったということで、それに対して助成をしたという内容です。 754 

 それと、農業塾ですとかそういったところの方とのリンクというのでしょうか、 755 

ＰＲ、それにつきましては随時行っておりますし、もちろん農業塾を卒業され 756 

て親元で就農された方に対してもこういう助成制度がありますので、必要であ 757 

れば使ってくださいというＰＲはしております。 758 

本  間 ４万何がしの賃借料がかかっていて、賃借料に対する助成であるにもかかわら 759 

ず５万円というのは、何か余り聞いたことないなとどうしても思ってしまう。 760 

だから、やっぱりあらゆるお金がかかるということの上において、ほかにも対 761 

象があって、要綱の中に当てはまる対象があって、その両方の内々で４万幾ら 762 

と何がしかの内々の５万円であるというふうに理解してよろしいでしょうか。 763 

 それと、これは結局新規就農者に対して本当の意味では助成していくのが本来 764 

の目的であると思われるのだけれども、後継者も確かにもちろん大事です。だ 765 

けれども、後継者にはすぱっと50万円を出し切るというようなことに甘んじて 766 

はいないのかというようなことも、満度出すために後継者に対して50万円ずつ 767 

４つ用意しているから、誰か手を挙げてということではまさかないというよう 768 

なことについてもお聞きしたいということです。 769 

和田課長 説明が十分ではなくて申しわけありませんでした。先ほどの５万円云々という 770 

平成29年度の今の実績としての数字ですけれども、正確には８万4,405円の賃借 771 

料に対して４万2,000円の補助をしているという内容であります。 772 

 それから、後段ございました枠があるので、そこに積極的に手を挙げなさいと 773 

いうような、もちろんこういう補助事業がありますというＰＲはしております。 774 

その中で必要な機械を購入されるとか、要件に該当される方が購入されて、補 775 

助金を申請したいといった場合には適切に受け付けをしておりますが、枠があ 776 

るから挙げなさいというような言い方はしておりません。あくまでも滝川市の 777 

助成制度、補助制度として新規就農者に対するもの、それから農業後継者に対 778 

するものを制度で決めておりますので、それについては必要があれば活用して 779 

くださいというお話をさせていただいております。 780 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 781 

小  野 105ページ、農村環境改善センター運営管理に要する経費のことでお聞きしたい 782 

のですが、この内訳を見ると燃料費は前年に比べるとわずか1,000円増、光熱水 783 

費が減額になっていて、清掃等委託料が25万円ふえている。それと、その他諸 784 

費の10万円プラスになったこの辺の内訳。 785 

 それと、もう一つ、滝川ふれ愛の里冷暖房等改修工事4,450万円、この冷房と暖 786 

房の比率、配管がかなり寿命、老朽化が来ているので、この程度の金額で実質 787 

いけるのかどうか。耐用年数が１年か２年というところも何カ所か見受けられ 788 

る。その辺の関連、結果的には市でなくて移管してしまうので、ただ移管して 789 

も今度そのときに例えば来年完全にパンクしたという状況になったときにはど 790 

ういう判断をするのか、その辺の考え方をお聞きします。 791 

岩田所長 農村環境改善センターに要する経費の増額分の主なもの、清掃等業務委託料に 792 
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おいて25万7,000円、これは市の業務委託のルールで算定しました人件費及び機 793 

械損料及び管理運営費により業務別に金額を設計しておりますが、特に人件費 794 

の部分、最低賃金の増の影響がございまして、結果として平成29年度予算より 795 

25万7,000円増ということです。そして、ほかですけれども、重立ったものとし 796 

ては、その他諸費の中に含まれるのですが、手数料が12万円増額でございます。 797 

これは、館内のＦＦストーブ分解掃除を行うのですが、この実施の年度に当た 798 

りまして、これに係る部分が12万円増額となります。 799 

壽永課長補佐 ふれ愛の里の関係のご答弁をさせていただきます。 800 

 まず、滝川ふれ愛の里冷暖房設備等改修工事の中身でございますが、ふれ愛の 801 

里の熱源は、４台のヒートポンプで生み出しています。施設がオープンしてか 802 

ら20年経過して、ヒートポンプの能力も徐々に弱ってきているのが現状です。 803 

そこで、このヒートポンプを補完する役割でガスボイラーを設置するための工 804 

事でございます。あくまでもヒートポンプはそのまま使用して、それを補完す 805 

る、あくまでも補完するためにガスボイラーを設置すると考えてございます。 806 

ガスボイラーのほかにボイラーに接続する配管回りですとか、ガスを入れるタ 807 

ンク、こういったものも設置したいと考えています。以前に１億円ぐらいで配 808 

管工事を考えてもいたのですが、今のところできるだけ少ないコストで最大の 809 

効果をもたらせるよう改修工事、直さなければいけないところはたくさんある 810 

のですが、少ないコストで最大の効果が生まれるように改修工事を考えている 811 

ところです。 812 

小  野 今ガスについて聞いたのですが、一番ネックになっているのは暖房だと思う。 813 

暖房の中身的にはガスで冷暖房の併用をするのかどうか、その辺の工事の内訳 814 

というのがわかれば、どっちにウエートを置くのかわかりませんので、説明願 815 

いたい。 816 

壽永課長補佐 暖房がほぼ全てという状況です。 817 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 818 

  堀 農業の振興に要する経費全般にわたると思うのですが、現状の農家さん、生産 819 

者の平均年齢をお聞きします。それから、農家さんの戸数は何戸なのか。その 820 

農家さんの中で、後継者が決まっていないような農家さんが何戸ぐらいあるの 821 

か。また、今年度はもう離農するという農家さんがあるのかお伺いします。 822 

酒井係長 現状の農家の戸数につきましては403戸、それから農家の戸数で現在後継者が決 823 

まっていない戸数については、現状数字は把握しておりません。それから、今 824 

年度の離農する農家につきましては一応10戸離農しております。 825 

委 員 長 平均年齢はいかがですか。 826 

酒井係長 平均年齢につきましても現在把握していない状態です。 827 

  堀 私は日本の食料という点から考えても、生産者がいなくなって農地が減ること 828 

は非常に厳しいと思っていますので、農家さんの担い手がいない、今回も離農 829 

される10件のことも聞きますが、後継者がいないということは誰かにやらせる 830 

のかとか、後継者が継いでくれるのかとか、こういうこともあわせまして、担 831 

い手をやっぱり育成するのは本当に大事だと思っている。一番大事なのは稼げ 832 

るような農家さんにならなければだめだと根本的に思っている。行政が稼げる 833 

農家さんのお手伝いをするという意味ではいろんな手法があるので、そういう 834 

勉強をしていただいて手助けをすることが一番大事だと思っています。最後に 835 

申し上げたもうけさせる手法については、勉強中であればそれはそれで結構な 836 
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のですが、何か具体的な取り組み、今の現状の把握があれば伺いたい。 837 

和田課長 私のほうからお答えさせていただきます。 838 

 担い手育成が非常に重要ということで、今お話がありました離農した後どうな 839 

っていくのか、農地はどうなっていくのかというようなところは、基本的には 840 

地域の担い手となっていただく今中核的農家の方とおっしゃいまして、認定農 841 

業者という方たちがいらっしゃいます。まずは、そういった地域の中核を担っ 842 

ていただく農家の方に引き受けていただくということが１つかなと思っていま 843 

す。そのために農業委員会さんですとか、我々農政課、ＪＡさんといろいろと 844 

連携しながら、相談を受けているというような状況で、まずは耕作放棄地を発 845 

生しないように誰かが引き継いでいくことが非常に重要と思っております。 846 

 そのためには農家が稼いでいかなければ、農家の所得が安定していかなければ 847 

ならないというところで、市で取り組んでおりますのは関係機関と連携しなが 848 

ら農家の方の所得安定のために、今国で進めていますのはなかなか思ったとお 849 

り米をつくらせることには価格安定の面からできないということで、生産数量 850 

目標といいますか、生産の目安を今年度からお示しをして、それに従った面積、 851 

数量のお米を作付していただくという政策をとっております。それから水田を 852 

つくれない部分につきましては、野菜ですとか振興作物と呼ばれるようなもの 853 

を作付していただいて、そこに対しては産地交付金という形で交付金の助成を 854 

して、農家の方たちの所得を確保するという政策をとっております。今滝川市 855 

の農政として所得安定のために、一番大きなこととして取り組んでいるのが、 856 

国の政策をしっかり実行していくことと思っております。 857 

 そのほかにもコスト削減、所得に直結するコスト削減ですとか、そういったこ 858 

とのためにＩＣＴを活用した農業ですとか、それから基盤整備を実施して、土 859 

地区画を大きくして低コストで生産できるようにですとか、それから新たな技 860 

術で直播ですとかそういったようなことも試験的に試験場、普及センターと連 861 

携しながら、いろいろ試験を実施している。そういうようなところをいろんな 862 

方面からそれぞれ支援を行いながら、何とか農家の皆さんが所得を維持、確保 863 

して、地域の農地が荒れていかないように対策をしていきたいと思っておりま 864 

す。ちょっと大きな話というか、全体的なお話で具体的ではないのですが、そ 865 

ういったところに取り組んでいる状況です。 866 

  堀 本当にそれは大事だと思います。僕も代表質問でちょっと提案をしましたけれ 867 

ども、結構身近なところから事業をやることはできると思っています。そんな 868 

大げさなお金がかかって、時間がかかってということではなくて、しっかりそ 869 

ういう場所を設けて協議して、生産者がこれなら安心だというような提案をし 870 

てあげれば、きっとお米だけでは大変な時期もあるのでないかなと思いますの 871 

で、畑作に関してはそういう手法があるということは皆さん勉強していただい 872 

て、生産者が本当に稼げるような農家体制にすれば担い手不足なんてなくなり 873 

ますから、そういうふうに頑張っていただきたいと思いますがどうですか。 874 

和田課長 今いただきましたご意見を十分に踏まえて取り組んでいきたいと思いますので、 875 

よろしくご理解をお願いいたします。 876 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 877 

清  水 まず、通告していない１つ、105ページ、小野委員の滝川ふれ愛の里冷暖房設備 878 

等改修工事の質疑の中で１億円かかる配管工事に手をつけない状況だというご 879 

答弁がありました。これは、成分の濃い温泉ですから、配管の詰まりも普通の 880 
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上水道とは違うと思う。そういう中で１年間やっていく。途中で配管の詰まり 881 

が激しくなったときにどんなことが起きるのか、当然想定していると思うので 882 

すが、それについてお伺いいたします。 883 

 次に、第６款農林業費の中で嘱託職員が６名いらっしゃる。この方々について 884 

ですが、嘱託職員の業務は臨時職員と違い、一定の重み、ノウハウが必要な仕 885 

事だと思いますが、この農林業費の場合、嘱託職員の業務について具体的にお 886 

伺いします。 887 

 次、101ページ農業委員会費、農業委員会制度改正後２年度目に入りますが、担 888 

い手への農地利用の集積、集約化、遊休農地の発生防止、解消、新規参入の促 889 

進の推進が農業委員会の必須業務に新たに位置づけをされています。28年度ま 890 

でとの比較で30年度の業務は具体的にどのように変わるのか、変わっているの 891 

か伺います。 892 

 101ページ、堀委員も質疑されましたけれども、離農についてはこの五、六年で 893 

毎年度最低５人。29年度は10件ということでしたが、近年10件とか８件とかい 894 

う形で続いていまして、29年度末は恐らく393戸まで減少すると思う。そういう 895 

中で、遊休農地の状況は一体どうなっているか。２点目として、賃貸借は300 896 

ヘクタールを超え、全耕作面積の１割程度になっています。借り手の余力がな 897 

くなってきているのではないかという点でお伺いいたします。 898 

 次は、103ページ、農業再生協議会の補助金は28年度599万1,265円でしたが、新 899 

年度は幾らか。それと、この再生協議会の主な役割として、米の減反政策が終 900 

わって、米の生産調整について生産者や農業団体が中心となって取り組む、こ 901 

の中心的な役割を担うわけですが、新年度の作付面積は既に決まっていると思 902 

います。食用米と餌米の作付の見込みについて伺います。 903 

 同じく103ページ、なたねの生産振興に要する経費13万円ですが、新年度の作付 904 

面積見込みについて伺います。 905 

 105ページ、道営土地改良事業の全体計画に対する新年度の進捗率、最終年度は 906 

いつか、総事業費見込み、農家の負担総額見込みについて伺います。 907 

 最後、賃貸借が進んで、国道12号や道道赤平江部乙線、あるいは14丁目の雨竜 908 

線を初め、農業機械で幅員の大きい道路の横断を行う。これは非常に危険だと 909 

いう話を聞きます。そこで、エルムダムの多目的水栓をふやすとか信号機を設 910 

置するなど、そういった道路横断を安全に行う、あるいは道路横断をしなくて 911 

済むような、そういった対策がこういう借り地がたくさん散逸、散在する状況 912 

の中での農業振興としては大事だと思いますが、対策について伺います。 913 

壽永課長補佐 滝川ふれ愛の里の関係ですが、配管の詰まりが生じた場合どのような支障が出 914 

るのか、そしてどのように対応するのかというご質疑でしたが、空調用の配管 915 

でございます。ですので、もし詰まった場合とかは、館内の末端のほうの部屋 916 

とか十分に暖房が行き届かなくなるという支障が出ます。その場合、個別で部 917 

屋にストーブ設置するとか、そういうことで対応していきたいと考えています。 918 

中川局長 まず、農業委員会制度改正後２年度目に入りということで、担い手への農地の 919 

利用集積、集約化ということでございますけれども、30年の３月現在の本市の 920 

農地の集積率でございますが、84.10パーセントということで、昨年３月より0.11 921 

パーセント増加になっています。 922 

 28年度の比較と言われましたが、予算ですので、30年度に向けてということで 923 

お話しいたしますが、30年度におきましても高齢化等による離農が見込まれま 924 
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して、地域により農地の供給増加が予想されるということもございます。各地 925 

域の農業委員と連携を図りまして、農地のあっせんや賃貸借による担い手への 926 

利用集積を高めていきたいと考えているところです。 927 

 それから、遊休農地の発生防止、解消ということでございます。本市の遊休農 928 

地は、約６ヘクタールとなっております。全体の農地面積に占める割合は、0.1 929 

パーセントになります。改正法に基づきまして農業委員会では、７月から８月 930 

にかけまして利用状況調査、農地パトロールを実施いたしまして、遊休化が懸 931 

念されます農地について所有者に耕作の意思等を確認するとともに、みずから 932 

耕作することが困難な場合などは借り手の掘り起こしを行うなど、地域の農業 933 

委員さんと連携しまして、遊休農地化する前にその対応をするということに努 934 

めておりまして、これをことしについても継続していきたいと考えてございま 935 

す。 936 

 それから、新規就農者の参入の促進ということですけれども、平成29年度新規 937 

就農者数ですが、２つの経営体がございました。畜産農家と果樹農家が新たに 938 

就農しているところです。新規就農者の受け付けですとか営農指導等につきま 939 

しては、農政課が窓口となっておりますが、就農するための農地の賃貸借等に 940 

つきましては農政課と連携を図るとともに、農業委員会としては10月から２月 941 

にかけまして農地を貸し出すことが可能な農家等の把握調査というのも行って 942 

おりますので、こちらも継続していきたいと思ってございます。 943 

 それから、２点目の離農の関係がございました。離農の傾向と30年度末の農家 944 

戸数ということですけれども、平成29年度に賃貸借並びに所有権移転等により 945 

まして農家を廃業された方は、先ほども申しましたが、10件ほどございました。 946 

いずれも後継者がなく、高齢化によりまして農地を手放すというケースになっ 947 

てございます。したがいまして、平成30年度につきましても同数の10戸程度の 948 

減少が見込まれるかなと考えてございます。 949 

 それから、遊休農地の状況でございます。平成29年度の遊休農地の面積は、6.37 950 

ヘクタールになっております。前年度から増加はしておりません。29年度の例 951 

をお話しいたしますと、７月から８月にかけまして先ほども申しました農地パ 952 

トロールを実施いたしまして、調査の結果遊休農地化が懸念されたものが１件 953 

ございました。それにつきましては、利用意向調査という段階に移りまして、 954 

所有者との話し合いを行い、現在近隣耕作者の方と賃貸借について話し合いが 955 

行われているといったような状況で、農業委員会としても間に入って、遊休農 956 

地化が進まないようにということで進めているところでございます。 957 

 それから、借り手の余力がなくなってきてはいないだろうかということでござ 958 

います。委員さんが言われるとおり、近年は借り手の方も高齢になってきてお 959 

ります。やはり若い担い手が必要になってきているということも事実でござい 960 

ます。この問題に関しましては、早急に対応することはなかなか難しい問題だ 961 

というふうには思いますが、地域ごとの実情を把握いたしまして、人・農地プ 962 

ランの活用や新規就農者の育成など、農政課、それからＪＡたきかわ等関係団 963 

体と連携をとりまして、担い手の確保に努めていきたいと考えてございます。 964 

本所係長 続きまして、滝川市農業再生協議会について、28年度の額につきましては、補 965 

助金のほかに負担金も含めた額となっております。30年度の予算、対応する金 966 

額は、81万円ほど増の680万2,000円となっております。内訳ですが、経営所得 967 

安定対策等推進事業費分として475万2,000円、担い手育成部会分として205万円 968 
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になります。 969 

 次に、米の減反政策という関係です。新年度の作付面積は既に決まっているか、 970 

どうなっているかということですけれども、米の作付予定面積につきましては、 971 

全て現段階ではまだ決まっておりません。現段階で把握している面積としまし 972 

て、いわゆる食用、主食用米、食用米は2,072ヘクタール。この2,072ヘクター 973 

ルにつきましては、水稲の種ということで200ヘクタールほどのものを含んでお 974 

ります。また、飼料用米につきましては84ヘクタール。今後まだ決めていない 975 

方という形で、33ヘクタールほど増加が見込まれているという状況です。 976 

 続きまして、なたねの生産振興に要する経費の関係でございますが、新年度の 977 

作付見込みということですが、既に昨年の秋に菜種は播種済みです。播種済み 978 

の面積につきましては、170ヘクタールでございます。 979 

小谷係長 まず、土地改良の全体の計画に対するそれぞれの数字ということで、現在の概 980 

算ですが、まず新年度の進捗率は約53パーセント、最終年度については予定で 981 

平成41年、総事業費の見込みにつきましては約330億円、最後の農家負担の総額 982 

の見込みについては約41億円となっております。 983 

 続きまして、農業機械の道路横断が危険ではないかというご質疑ですが、例え 984 

ばなのですけれども、平成28年度に多目的給水栓１カ所設置しております。こ 985 

れによって、今まで大きい道路を横断していた方が横断しなくて済むようにな 986 

ったということもございまして、農作業の利便性の向上を図ることができたと 987 

思っております。 988 

 あと、信号機の設置については、農業対策で行うことはちょっと難しいと思う 989 

のですが、農業機械の使用を含めた農作業の事故防止の徹底についてというこ 990 

とで振興局から通知文が来まして、農協を通じて全農家に対して周知を図って 991 

おります。今後についても注意喚起を図って、安全に道路を走行するなど周知 992 

を図っていきたいと思っております。 993 

和田課長 それでは、私のほうから嘱託職員の関係について答弁させていただきます。 994 

 農林業費全体でということで、嘱託職員何名かいらっしゃいますけれども、そ 995 

の方たちの具体的な業務内容についてというご質疑かと思います。農政課以外 996 

の部分もありますが、まとめて私のほうでご説明させていただきます。まず、 997 

農業委員会の事務員ということで、お一人嘱託職員がいらっしゃいます。それ 998 

から、産業振興課に配属になっておりますが、第三セクターの専門員という方 999 

がいらっしゃいます。それと、農政課のほうで配属になっております丸加山牧 1000 

野の管理人がいます。それぞれ専門的な知識ですとか経験を有していらっしゃ 1001 

る方で、家畜の飼育に対する経験ですとか、それから民間経営の指導経験です 1002 

とか、そういった方に嘱託職員として業務に従事していただいているところで 1003 

す。 1004 

 なお、嘱託職員に係ります経費につきましては、職員費で計上をさせていただ 1005 

いております。 1006 

清  水 米の減反政策なのですが、28年度の作付が2,058ヘクタールですから、今の2,072 1007 

とほとんど変わらない。餌米を含めれば逆にふえているのかなというふうにも 1008 

思いますが、去年米が市場で不足して、米価が生産価格で１万6,000円までいく 1009 

ということで、10年前の価格まで戻ったような状況だった。そういう点でいう 1010 

と、例年より少なくなるということはちょっと予想しがたいことではあります。 1011 

ただ、それは市場でどういうふうになっているかということがわからないので、 1012 
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こういう自主的な作付が本当にどうなるのかということでいうと、現場的には 1013 

全部責任とらなければいけない中、不安を抱えながらですよね。もちろん稲経 1014 

の補償だとかそういうことはありますけれども、初めての年度ということで現 1015 

場はどうなっているのかお伺いをしたい。 1016 

 それと、賃貸借が進んでいるけれども、意外と遊休農地が出ていない。ただ、 1017 

これは本当にいつまで続けられるのだという話をよく聞くのです。私は余りよ 1018 

くわかりませんけれども、いずれ借りてつくる能力にも限界が来て、もうその 1019 

限界を超したらどんどん遊休地がふえていくだろうというふうに言う人がいま 1020 

す。そういう中で、私が農業機械の移動をしやすいことが農業振興につながる 1021 

ということを言ったのは、そうしないと本当に今でさえ大変なのに、もうでき 1022 

なくなるという、それを助ける有効な手段の一つなのです。そういう点で、多 1023 

目的水栓をさらにふやす。また、信号機については、12号線の例えば14丁目と 1024 

18丁目か19丁目の間に一つもない。そういうことも含めて、農政と関係ないと 1025 

いうことではなく、やはり真剣に農家の人の声を聞くことについてのお考えを 1026 

伺います。 1027 

 あと、菜種について170ヘクタールというのは、菜種は逆に市場で余っている。 1028 

だから、これは本当に大丈夫なのかということで、どのように把握をしている 1029 

のか。 1030 

本所係長 まず、１点目としまして生産調整の関係についてお答えします。 1031 

 米のほうにつきましては、現在全道的に面積の取りまとめをしている最中とい 1032 

うことでありまして、農協が中心になって調整を図っているところです。まず 1033 

は、市町村内でそれぞれの目標を達成するというのが基本でありますけれども、 1034 

同じＪＡたきかわ管内におきましても芦別、赤平と３市があります。ＪＡ単位 1035 

で調整ができるかどうかということを今調整している最中でございます。 1036 

 続きまして、菜種の問題ですけれども、今年度170ヘクタールで、過去と比較し 1037 

ても少しずつふえてきている状態であります。観光資源としても非常に大切な 1038 

部分もありますが、面積はふえてきているのですが、菜種は連作のきかない作 1039 

物で、輪作体系を結んでいるのですけれども、ちょっと収量がとれていないと 1040 

いうことで、ＪＡのほうは今までの取引先以外にも新たなところにいろいろ声 1041 

をかけ、また協議会を通じて販売促進に努めている状況であります。 1042 

小谷係長 農地集積をして、移動しやすい農地をということで、給水栓や信号機という再 1043 

度のご質疑なのですけれども、給水栓については、皆さんの希望を一応は聞い 1044 

てやっているところですけれども、入っているパイプラインがごく一部のとこ 1045 

ろにあったり、そこ以外に延ばすことは難しいので、例えば今横断するという 1046 

ことは西側に行くのかなと思うのですけれども、西側のほうにはパイプライン 1047 

は入っておりませんので、そこに給水栓をつくることは不可能です。東側も入 1048 

っているところが決まっていますので、そこのところで今結構いろんなところ 1049 

についているのですけれども、これ以上ふやすことがどうなのかなとは思って 1050 

いるのですが、それぞれのところについているので、状況が変わればお聞きし 1051 

たい。ただ、つけられるかどうかはまた別な話になります。 1052 

 あと、信号については、言っていることはわかるのですけれども、こちらで今 1053 

これ以上何か申し上げることはできないです。 1054 

委 員 長     ほかに質疑ございますか。 1055 

（なしの声あり） 1056 
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委 員 長 ほかに質疑がないようですので、質疑の留保はなしと確認してよろしいでしょ 1057 

うか。 1058 

（異議なしの声あり） 1059 

委 員 長 以上で農林業費、関連議案第30号の質疑を終結いたします。 1060 

 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 1061 

 次回は３月22日木曜日午前10時から会議を開きます。 1062 

 本日はこれにて散会します。 1063 

散  会 １３：５５ 1064 


